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日 次

研 究 題 目

茨城県における牛乳の放射能汚染(紙上発表)

巽城県における陸水及び食品の全放射能調査結果(紙上発表)

岡山県における放射能調査(紙上発表)

北海道における放射能調査(紙上発表)

鳥取県における放射能調査(紙上発表〕

福岡県における放射能調査(紙上発表)

福井県における放射能調査(紙上発表)

京都府における放射能調査(紙上発表〕

宮城県における放射能調査(紙上発表)

大阪府における放射能調査(紙上発表)

上下水及び河川水,雨水の放射能調査(紙上発表〕

各種食品の放射能調査(紙上発表)

伊勢湾海岸沈積物の放射能調査(紙上発表)

実 施 横 関

茨城県衛生研究所･…

茨城県衛生研究所…･

岡山県衛生研究所‥‥

北海道衛生研究所‥‥

鳥取県衛生研究所‥‥

福岡県衛生研究所‥‥

福井県衛生研究所…･一

京都府衛生研究所‥川

宮城県衛生研究所…･･

大阪府公衆衛生研究戸

愛知県衛生研究所‥…

愛知県衛生研究所…‥

愛知県衛生研究所…‥

束京都における食品及び陸水の放射能汚染の推移について(紙上発表)

東京都衛生研究所‥‥

海水の放射能について

横浜,名古屋,神戸港の放射能レベル調査

最近における放射能観測結果について

最近における異常徴気圧観測結果について(紙上発表〕

成層圏の放射能測定

日本近海の海水の放射能

南方定点海域における落下塵填の放射能

西部北太平洋における海水中の90Sr及び131Cs

放射性落下物の季節変動について

北半球中緯度地帯における放射性落下物のピークについて

放射性フォールアウトの落下機構について

日本人の体内に含まれる脚Csについて

食事中に含まれる耶汀Cs

米麦中の13TCsの経年変化

海 上 保 定 庁…‥

海 上 保 安 庁…‥

気 象 庁‥…

気 象 庁‥…

防衛庁第一研究所…‥

気 象 庁…‥

気 象 庁…‥

気 象 研 究 所…‥

気 象 研 究 所‥…

気 象 研 究 所‥…

気 象 庁‥…

国立公衆衛生院‥…

国立栄養研究所

国立公衆衛生院
農業技術研究所



1961年庭草菜類の90Sr及び13TCs濃度について

尿中の137Csの濃度

フォrルアサト中の137Csと90Sr

日本人の日常食中における帥Sr汚染度について

魚類の放射能汚染調査(紙上発表〕

土壌及び農作物中の放射性錮Sr

土壌及び農作物の全放射能

1960年海洋生物の仝β放射能

海産生物中の錮Srの減少について

Ⅹ線照射による白血球減少の予防及び治療

放射線医学総合研究所‥‥‥‥

放射線医学総合研究所‥‥‥‥

国立予防衛生研究所
放射線医学掩合研究所……‥

国立栄養研究所……‥‥‥‥

国立衛生試験所…………･･

農業技術研究所…‥‥‥…‥

農業技術研究所‥‥‥…‥…
鼻濃林省振興局

東海区水産研究所‥‥‥‥……

東海区水産研究所‥‥‥……‥

防衛庁第二研究所‥‥‥‥‥‥‥



茨城県における牛乳の放射能汚染

茨城県衛生研究所 根津 傭光,浅野

大内 新一

茨城県における牛乳の放射能汚染について金放射能測定と,90Sr及び1耶Csの分析

を加えた｡

牛乳の全教射能測定ほ,1958年7月より毎月1回2種の市販牛乳について,更に,二

り3種の市販牛乳を加えて行った｡その結果,瑚Kをのぞいた金放射能は,科研製U

料として市乳100ml当り約10押C前後の値を示した｡年度別の平均は,1958年8.5/｣｣

試料,1959年12･9/上〃C/100ml/39試料,1960年10.9/上〃C/100ml/63試料であった｡f

ついては,明瞭でないが,春から夏にかけて,毎年ピークがみとめられた｡しかし,

動に伴うような動きや,経年的な増減は,認められなか声た0

次に牛乳中の90Sr及び1那Csについてほ,それぞれ,科学技術庁の｢放射性ストP.

法｣(1960年5月)及びリンモリブデン醸一塩化白金酸法忙よって分析を行い,低バ

ドカウンターを用いて放射能を測定した｡

分析結果を第1表に示した｡又,1960年2月以降の結果を第1図に示した｡この組

第1表 茨城県における牛乳中のストロンチウム90及びセシウム137分析結果
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た｡又1那Csは比較的変動が著しいが,90Srの方は,変動が少い｡

これらの値を,佐々木等の日本国内各地の値と比較すると,90Srについては,北海道とほぼ

であった｡一方13TCsについては,数値が少く比較が困難であるが,全般的に低い値をホした｡

第1図 茨城県における牛乳中のfXISr及び131Csの推移
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1960年 1961年

茨城県における陸水及び食品の仝放射能調査結果

茨城県衛生研究所 根津 侍光,浅野 京

大内 新一

1958年から行ってきた,茨城県における陸水及び食品の金放射能調査結果について,比較稲

武みたので報告する｡綺測定結果ほ,科研製標準試料U308により〃〃Cに換算して相互に比

した｡

先ず降水の全放射能ほ,天水及び天水沈澱物が,雨水,Fa1loutの影響を顕著にうけて,1S

が最高で,1958年度平均は446〃〃C/1を示したが,1959年7月以降急激に減′む･し,本年8月∃

約10〃〃C/1前後であった｡しかし核実験が再開された9月にほ144.5〃〃C/1に上昇した｡河

湖沼水,L水(原水〕ほ,若干ではあるが雨水,Falloutの影響が表れたが,上水(蛇口水)

殆んど認められなかった｡下水ほ一般に高く,0～20/叩C/1を示し,その変動が明らかでなし

幾分Falloutの影響がみられた.井水は,一部に常時若干の値を示した(20～55fLFLc/1〕が,



第1図 農作物全放射能年度別推移

‖紬 1印 1960 1粥1年度

魚貝類の結果は第2図の通りであるが,農作物と同様に雨水,Falloutと同じ傾向を

増減が顕著にあらわれないものの二つのグループがあると認められる｡しじみ,あみを

かさぎ,ふな〔肉,内臓,骨〕,いか,いわし等は後者に属する｡

牛乳は別報の如く,年度差が認められない｡

以上の結果から,仝放射能測定によって放射能汚染を調査する場合,雨水やFallou

響をうけ易いものは,核実験後間もない時ほ,顕著に汚染がわかるが,核実験が停止妄



第 2 国 魚貝類の全放射能年度別推移

〃〟(/灰分
500mg

1958 195g lg60 1961年度

岡山県における放射能調査

岡山県衛堂研究所 山本 隆志,吉村 広

南雲 努

1960年直に葵施した,陸水,食品,その他の放射能測定調査について,その結果を報告す諾

お1961年10月ウラン壁蔵地帯が上流にある青井川水系の,坑道廃水,河川水等放射能汚染に音

調奄を実施したので,その結果も併せて報告する｡

1.陸 水

雨水の放射能は各国の核畢験が中止されていたため,一般に低い放射能値を示した｡5帥

cpm/1が最高であった｡

天水の放射能は,雨水に高い放射能が認められなかったため,放射能値は小さく9月の8･6(



ホーレン草,大根等ほ1957年,58年に比べて放射能値ほ小さく,特に高いものほ展

た｡又穀煩,牛乳,魚貝類についても,ほとんど異常は認められなかった｡

3.天水沈澱物

試料ほ前年度と同じ吸引ポンプで採取した｡試料は黒色塊状物であるため,土壌の葡

に従った｡この貯水槽は1951年以来一度も沈澱物は取出していない｡測定結果ほ試料至

当り,6月8734.0±65.5cpm,8月8595.4±75.7cpm,10月6703.3±55.9cpm,12

59.1cpmと比較的高い放射能を検出した｡

4.土 壌

県内10地点を選定し,表面的10cm等の土壌を採取し測定した｡測定成績は乾物10(

均108.4cpmであった｡

5.青井肘水系の放射能

この調査ほ,試料水ほ100ccを採取し,濾過せず,測定器は神戸工業製ローバック,

を使用した｡測定結果は坑道廃水(人形峠鉱山)の中で,2号坑廃水,中津河沈澱池

21.O±O.9cpm/dl,71.7±1.5cpm/dlと精々高い計数値を示したが,これらの水の潮

境で0.2m3/min,中津河沈澱池廃水で0.3m笥/minと比較的少量であり,河川流入佃戸

射能ほ,0.0±0.2cpm/dl～1.7±0.3cpm/dlの範囲で,測定値ほ小さく,下流地帯｢

12±0.3cpm/dl～0.7±0.3cpm/dlとウラン汚染の影響は認められなかった｡

北海道における放射能調査

北海道衛生研究所 安藤 芳明,井上 勝

昭和35年5月より同36年3月まで行われた陸水並びに食品類の放射能調査の概要服

すとおりである｡

1)測 定 方 法

放射能測定試料の調製及び測定方法は,すべて科学技術庁刊｢放射能測定法｣によて

た計数器は,科研製千進式GMヵウンタp(マイカ窓の厚さ1.7mg/cm2,窓からの距

である｡

2〕測 定 結 果

陸水並びに食品類の測定結果を,それぞれ第1表,第2表に示す｡

第1真 性 水 の 放 射 能

試 料 名 測定回数

豆~甘甘丁嘉【~~孟イ忘丁玉音



第 2 表 食 品 類 の
ヒヒム【日

射放

榊牛乳1口Oml当り,その他乾物10g当り｡

3)考 察

札幌市における下水及び川水の放射能は,前年度と同様あまりいちじるしい汚染ほ認めら才

った｡これほ降雨水中の放射能が,昭和34年以降急激に減少している事実とも関れんしていj
天水の放射能も,過去にくらべるとかなり減少しているが,その沈でん物はあまり減少せ}

半減期放射性元素の蓄積が考えられる｡即ち､昭和35年2月に採取した天水中の錮Srは,5･2

FLFLc/l〔放医研の測定による),また同天水ろ砂の90Sr吸着量は,乾砂1kg当り150･9±31･

(当衛研の測定による〕であった｡

食品掛こついても,一般にあまりいちじるしい汚染ほ認められなかったが,野菜横でほと･

うれん草,魚介類ではしじみが若干の放射能を示した｡牛乳ほ夏期において若干の放射能をラ

ことは,前年と同様である｡穀類はほとんど放射能を示さなかった｡

鳥取県における放射能調査

鳥取県衛生研究所 宮 田 年 産

1958,1959年度に引き続き,1960年度に実施した雨水･陸水及び各種食品の放射能調査打

て,その結果を報告する｡

Ⅰ.雨の放射能

毎日午前9時に前24時間の降雨を採取し,その100mlについて平均放射能を測定した｡

1959年魔の測定値より低下し,ほとんど50cpm/1以下で,これより高い値を示したのはj

3回で最高114cpm/1(6月)であった｡時期的には,4月～6月上旬,9月及び12月～3.

い値を示した｡



b･下水:毎月1回測足した0放射能ほ全期間中わずかでほあるが認められ,その尉

であった｡

l･河川沈積物の放射能

河川水操取カ所の川底より採取した試料につき4～9回測定した｡金試料に放射能

ずかであった0〔最高10･6cpm/沈澱灰化物500mg〕

その他水源地の沈珪･溝過砂について各1回測定したが瀾過砂に8.9cpm/沈澱β

の放射能を認めた｡

ⅠⅤ.食品の放射能

at植物性食品:10品種について測定した0放射能を認めた試料は一部で,大部分の…

られなかった0多く認めたものは,大根の葉,梨の皮,玄米,馬鈴薯で,最高ほ夫ノ

2･9,9.7であった｡

b･動物性食品:6品種について測定した0牛乳ほ3カ所について毎月1回測定したコ

蜘こ放射能がわずかに認められた0魚類でほ,骨,内臓にわずかに認められた｡

福岡県の放射能調査

福岡愚衛生研究所 森本 昌宏,森

1957,'58,朋年に引き続いて実施中の陸水及び食品の放射能調査の概要ほ次のとj

l.陸 水

上水(原水,蛇口水〕,下水,河川水,井水について1958年以降,一触こ値は低くな

下水溝渡部分は'60年に入って若干高い値を示すものがあった｡その最高値は表Aに三

6･4±2･Ocpm/lで,'59年以前の最高値,5･4±1･2cpm/1(58年測定〕と略同程度の値､

下水溝渡部分を降いては'59,'60の2年間において何れも値は低く,殆んど変化は諾

った0備河川水についても3･4±0･7cpm/1を計測した他は何れも放射能を認めなかっ

表 A 陸水の年度別最高値
cpm/L

1957 ! ,58

上 水(蛇口)

′′ (原水)

下 水(濾液)

′′ (沈澱)

河 川 水

≡ニニ≡]:…‡言:;≡ニ:;
5.4士1.2 5.4士1.2

5.5士1.2 : 2.5士1.2

1.ロ士0.7

0.4±0.7

'占D

l.1士0.7

1.0士0.7

三≡三 三三三
4･占士1･2 】 5.占±1.O i o.4士0.7 F 5.4士0.7



後減少し,,60年に入ってからほ汚染皆無の状態が続いた0

その他,穀類(玄麦,玄米,白米〕果実(梨〕についても朋年以降は放射能を認めていなt

㈱ 水産物｡しゞみ,いか,鮒等何れも測定値は低く,,59年以降放射能は殆んど検出さ

いない｡

再 畜産物｡牛乳も,58年頃は多少放射能が計測されたが,,59年以降は,同年7月に,4･5]

cpm/100cc,,60年7月に4･9±1･9cpm/100ccを計測したに過ぎず,他ほ他れも放射能は検出

なかった｡

表 B 食品の年度別兢高値

(x農産物 cpm/乾物10g x水産物 cpm/生休10g x牛乳 cpm/100cc)

3.む す び

表A,表Bは陸水及び食品の年度別最高値を示したものであるが,一般的にみて,1958虔

に,,59年は減少状態にあり,,60年に入ってほ殆んど汚染を蒙っていないことがいえる0陸7

いては全体に値が低いためこの傾向があまりはっきりしないが,食品,特に農作物の地上菓∃

は附著による汚染が容易なため,明確な傾向を示している0

福井県における放射能調査

本田玄四郎,岸 濠平

日壬摘135年度放射能調査成績の概要について報告する｡測定には,神戸工業製及び科研製の

法GMヵウンターを用い,試料の調製及び測定法は科学技術庁放射能調査測定基準小委員会

方法に従って行った｡

1.雨水及び落下垂填について

爪汀有二爪二岳h 扇1kJノア′1l､rrけ陰雨爪老R窟 渡1ご鹿七色むr}ついでけ壷己R_ A瀞射台巨の淵【宕去′才イ



降雨および落下塵填中の月別平均放射能計数率(55年1月～弱年5月)
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35年 36年

0

C叩月12 3 4 5 6 7 8 910111212

33ヰ 34年

1･雨の採取期間はa･m9.00より翌ua.m9.00までである｡



の落下塵填中の放射能ほ本年度は平均15.3cpm/m望で,昨年度の平均37.7cpm/m㍉こ比べ1

ている｡末尾に掲げた表ほ昭和33年1月よりの降雨及び落下塵填中の月別平均数射能計数率

たものセある｡

2.陸･水について

測定結果は例年とほぼ同じ傾向を示し,天水,下水,河川水及び湖水の順に低くなってい.

水にほ全く放射能を認めなかった｡福井市の下水ほ最高3.6cpmで,その平均値ほ2.4cpm/

った｡前年度の最高値は6･Ocpm/1及び平均値ほ4.3cpm/1である｡河川水には若狭地方の二

選んだが,最高3･2cpm/1でその平均値ほ1･6cpm/1であった｡前年の南川の最高5.8cpm/1;

均値3･6cpm/1に比べるといくらか減っている｡

武周他の測定値ほ最高3･5cpm/l,平均値は1.1cpm/lであった｡三方湖においてほ最高5.3

で平均値は1.9cpm/1であった｡

天水は石川県七尾市東浜町及び福井県越前岬航路模識事務所より採水した｡七尾市の天水古

採取の12.5cpm/1が最高で,全般的

には昨年に続いて減少の傾向にあっ

た｡右の表は過去3年間の年別平均測

定値を比較したものである｡

天水沈でん物中の放射能は減る傾向

にあるが,まだ相当の放射能を認め

た｡乾物100g当りの測定値ほ年別平

均で33年度27536cpm,34年度32734

CPm及び35年度19694cpmである｡

趨前岬燈台でほ過槽により約80%の

放射能が除かれていた｡

年 昭33 剛ヰ 剛5

天水の年別平均放射能計数率

3.食品について

試料中の金放射能ほ一般に低かったが,貝類及び一部の穀掛こやや高い計数率を示すものカ

た｡

牛乳の平均値ほ0･4cpm/100ccであって,U308による計数効率補正値を年度別に比べると

に示すように漸減している｡

55l54 j 55度1 52

25.1. 7.占] 2.2

野菜及び果物燥でほ,ほうれん草,大根,大赦菓及び梨を試料としたが,昨年摩と后



京都府における放射能測定調査について

京都府衛生研究所 安井 市治,浅見益寺

放射能による環境汚染が衛生上重大な意義をもつ点に鑑み,当所においてほ,195郎

て放射能汚染調査を行っているが,1960年4月から1961年3月迄に行った調査研究の素

て報告する｡

1.陸水,各種食品等の放射能測定

(a)試 料

上水,下水,井水,湖水,河川水,雨水,魚貝顆,穀類,茶,果物,野菜,牛乳等:

き何れも京都府下のものを採取して試料とした｡

〔b)測 定 方 法

試料の調薬及び測定方法は科学技術庁放射能調査測定基準小委員会制冠の法によっナ

(c)測 定■結 果

測定成績の最高値,最低値を前年の成績と比較すれば次表の通りである｡

調査期間

1959年4月

19占0年5月

19占0年4月

19占1年5月

羞訃讃欝1

下 水 井 水 河 川 水 雨 水

0士D.如30±6.6

最 高
灰分50Dm

き旦｣型

16.7士1.9

(茶)

14.6士1.0

(梨)

この2ケ年間の放射能検出値の推移を見ると,上水,下水,井水,食品についてほ,

減少の傾向を示し,雨水は,1960年度ほ,一般に甚だしく低い値を示している｡河川7

全期にわたり鴨川のと流出町橋附近において,数回20～30cpm/1の値が見られるが,

には全くこのようなことがないところから,人為的な汚染に基くものではないかと¢

る｡

2.水中の放射性物質に対する砂層の吸着力調査

雨水を砂で濾過すれば雨水中の放射能が相当除去できることは一般に知られているゴ

を用いて吸着の状況を,砂の粒度,放射能の強度,核種,水質等の面から検討したとこ

うな知見を得た｡

(本草験には次のような吸着塔を使用した｡)



〔a〕直径0.3～3.5mmの砂については砂の直径が小となる程放射能の吸着率ほ大とな

(b〕水中の放射能の強度が1ml当り120cpm程度の場合,500ml流下させると最終j

中には約30%の放射能が残存し,1ml当り1700cpm程度とすると,500ml流下さ

合,最終流出液中には約70%の放射能が残存する｡

(c)核種忙よって吸着率に差異があるが,上記(a)の砂を用いた場合Sr,Csほ,非･

く吸着される｡

(d〕同一のR,Ⅰを,水質を異にする各種の水に溶解したものを検液とし,上記〔a〕

濾過した場合水質が異れば,放射能の吸着率にも差異のあることがわかった,この原

ては目下検討中であるが,PH値,溶存物質の量及び質に関係があるものと思われる.

宮城県lこおける放射能調査について

宮城県衛生研究所 佐藤 新作,阿部 端子

1.ま え が き

本報ほ1960年4月より1961年9月までの科学技術庁の委託調査及び宮城県狭自で行った

ついての概略である｡

2.測 定 方 法

陸水･食品･水道口過膜の測定方法は放射能測定基準小委員会編の放射能測定法(1957)

た｡食品中のKの分析は分光光度計フレームフォトメーターにより定量し,4什Kによる放射

を行った｡測定条件は第1表の通りでありGM管はPbレンガで囲った｡

第 1 表

計 数 装 置 ⊆"TEN"100Scaler ModelSA-5B

使 用 計 数 管

マ イ カ 窓の厚 さ

窓 か ら の 距 離

比 較 試 料

試 料 皿

GM151No.2225

5.29mg/cm彗

1段目(約10mm)

科研製 U303 48mg A-11ロ

神戸ステンレス漠警25mmストル

厚さ｡.監



(昨年度→本年度以下同様〕井水の3.8cpm→2.8cpm河川水の2.9cpm→2.3cpmであ

4.5cpm→12.7cpmであった｡

3-2 上水道口過膜

1958年より継続的に調香しているもので仙台市上水道中原口過池,口過膜の灰分50(

CPmと仙台胃区気象台測定による雨雪の定時のCPmとの関係を示せば第2表の如くで

年秋以来Fall-Outによる汚染ほ,グロスカウントよりみれば減少を示して来たが1961

実験再開以後若干でほあるが増加して来たことがうかがわれる｡

第 2 表 上図:雨の放射能測定値(定時:仙台符区気象台測定値)

下図:仙台市上水道中原濾過池,濾過膜の放射測定値
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3-3 食 品

各種食品のグロスカウントは一部減少を示しているものもあったが一般に若干でほ2

示していた｡即ちグロスカウントの最高値を昨年度と比較してみると灰分500mgさ

Cpmで,

野菜輯では｢大根｣の5.4cpm→6.5cpm(昨年度→本年度以下同様)｢ほうれん草

2.8cpmであり.果宰類では｢梨｣の17.4cpm→15.7cpmであり,穀類では｢玄米｣

5.4cpm｢人妻 の2.1cロm一十5.3cロm｢′卜妻lの1.8ct)m→3.1cロmで鼻､nた〈 名臣類･



大阪府下におけ る放射能汚染

大阪府立公衆衛生研究所,環境衛生課

大志野草,沖岩四郎,未申時子

林 智,林美代子,舟瀬健三

田谷聴至

第2回放射能調査研究成果発表会に報告してから後の,現在迄に得られた成績(1960年1

1961年9月)を簡単に報告する｡測定ほ科学技術庁:放射能測定法(1957年〕に準じて行い,

装置ほ端窓型GM管を用いた｡計数管の効率を揃えるために,U308を評準試料として補正を

以下,農作物及び雨水を除き,この補正値によって結果を示す｡

1.上 水 道 水

布施市上水道浄水場関係の井水,原水(河川水より来るもの,井水より来るもの〕及び浄7

取し,その平均値及び最高値を第1表に示す｡

第1表 上 水 道 水

試 料｣検体数.平 均 値

井 水

井 水 原 水

河川水原水

水

1占.占士 9.5

1占.5士7.8

5.1士 7.4

4.5士 7.4

最 高 値

41.0士12.8('占1年8月)

52.5士7.7('封年5月)

54.占士12.9('占1年8月)

22.0士12.9('占1年8月)

2.下 水 道 水

大阪市津守下水処理場における,処理前及び処理後の下水を毎月採取した｡処理前のものむ

て,1961年3月迄は,濾過部分と沈澱部分とに分けて測定していたので第2表においても,∋

分けて結果を示す｡

第2真 下 水 道 水

試 料

処 理 前

濾 過 部 分

沈 澱 部 分

濾 過 せ ず

期 間 平 均 値

'占0.10
～,占1.5

'占1.4
～,引.9

最 局 伯

28.5±占.7 55.0士7.5 ('引年5月)

10.5士占.8119.0±9.5(,引乍2月)

22.2士8.8 44 ±7 ('占1年9月)



3.河 川 水

大和川国豊橋(上流〕,同下高野橋(下流〕で,1960年11月,61年2月,及び4月コ

淀川浄水場取入口附近から1961年4月より毎月擁取した｡それぞれの結果を第3表にラj

第5表 河 川 水

試 料 1検体数

大 和 川

国 豊 橋

下 高 野 橋

淀 川

8

8

7

平 均 値! 最 高 値

4

5

nリ

ア

7

7

士

士

士

1

4

1

4

7

ノ0

15.5士占.8('占1年4月)

14.2士7.1('引年5月)

18.1士5.8('占1年7月)

4.雨 水

研究所増築工事のため､雨水の採取は,61年5月より8月道中止していた｡その後,

が行われだしたので,9月12日の雨から測定を再開した｡60年10月から61年4月迄の乎

Pm,最高値ほ60年2月の3.8cpmであった｡9月中の雨については,12日に122.1±2

日に107･5±1.8cpmを得たが,16,17日の雨でほ,それぞれ11.5cpm,7.6cpmであ

いずれも降雨全量について放射能を測定し1Jあたりに換算したものである(但し,9

料は2.2即中1ヱとって測定した｡)

5.農 作 物

大阪府下数ケ所から,殆んど毎月採取した野菜の放射能は,灰分500mgにつき,最

2.4cpm(叫K補正値:1960年12月,ホーレン草)であった｡

6.鹿 の 角

1959年10月に切り落した5匹の魔の角について放射能を測定した｡灰分500mgあた

ほ15.2±7.6であった｡

愛知県における放射能調査

上下水及び河川水･雨水の放射能調査

愛知県衛生研究所

林閏 一,茶谷



帯1 蓑

19占口.5′}19占1.5

回数悸
高

1D~10c/1
巌 低
10-10c/1 半｡楓′f直桓数且㌔｡-1.㌦彗｡一..,｡′さ氏.-､巨う云

最
10~10c/1

上 水 原 水
(木削lト犬山)

上 水 末 端
(人山取水系)

下 水
(堀留,流入水)

河 川 水
(木曽川,西中野)

河 川 水
(矢作川,平戸橋)

0.14士ロ.0占

D.05士0.0占

ー0.02士0.0占

-0.□占士0.08

0.05士0.□占

□.01士口.口占

0.01±D.1210.18士0.11

2

2

′b

≡≡‡……~≡~≡‡≡≡≡≡;≡≡≡≡三

0

nU

nU

O5

05

告

nU

nU

nU

士

士

士

Jb

5

ノ
人
〕

nU

nU

l

O

nU

nU

0.05士0.05

0.05±0.04

01士0.05≧ 0.0
ヨ

00士0.05 0.0

9
nUnU

士鎚

5

5

nU

nU

nU

nU

士

±

01

02

nU

nU

1

nU

nU

nU

O

nU

以上の結果からみると上水及び河川水においては放射能汚染を殆んど受けていない｡下7

ては他の陸水に比してやゝ高い値が認められ,僅かではあるが放射能の存在を示している｡

当所の任意調査として,所の所在地で採取した1960年1月から1961年9月にわたる定量幸

水放射賠測定結果ほ第2表に示す通りである｡

第2表の1 雨水･19占0

最 帝 ∃平均値
ヒ1D~12c/cc
【

10~1望cc/c

12■i｡.｡｡
2

2∃0.25
5 5 2.占8

4. 占
■

D.15

5 8:0.19

占 占

7 占

8 5

nU

nU

09

nU
l

…三≡≡‡≡≡‡…≡≡三…
0.占占士0.05

9
9lD･25士口･口7

10 5jO･1D士0･04
11 8

≡0.05士0.04

0.15士0.05

0.09士D.□占

0.04士0.□4

0.05士0.04

二三

=三三……=‥二二…‡三:‥~二二
場5月の2.占8xl~1望c/ccを除いた年平

均は0.D8xlO~1望c/ccである｡

第2表の2 雨水･19占

⊥座_1旦些 ル

1 7 し□.04士0.0占 0.口2士0.

2

5

4

410.0占士D.0占

0.54士0.0占

0.14士0.0占

5;12 旨0.15±0.04

占11D 0.2ロ士0.05

0.11士ロ.ロ5

0.05士0.

0.14士0.

0.08士0.

0.05士0.

0.07士0.

0.02士0.

占1D.05±0.□5 □.ロ2士0.

9111 1.5コ士0.19 D.29士0.
l

･

1～9月弓71≡1･50士0･19｢0･09士00

榊1～8ノjの平均は(0.05士0.0占)

1ロー1望c/ccである｡
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愛知県における放射能調査

各 種 食 品 の 放 射 能 調 査

愛知県衛生研究所

林 閏一,茶谷

1960年5月より科学技術庁から各種食品の放射能調査を委託され,現在その調査

あるが本報告においてほ,1960年6月以降1961年8月までの結果をまとめた｡

1･調査対象(1960年5月～1961年3月,1961年4月～8月実施のもの)

(1)農産物 8種

A 穀 類

玄 米 水 稲

陸 稲

玄 麦 裸 麦

小 麦

B 野 菜

ほ う れん草

大根(葉･板〕

ほ く さ い

C 果 実

梨

1回(愛知県西加茂部族投町1回〕

1回〔愛知県西加茂郡猿投町1回〕

2回(愛知県西加茂郡猿投町2回)

2回〔愛知県西加茂部族投町2回)

2回(愛知県西加茂郡猿投町1回)

(愛知県稲沢市下津町1回〕

2回(愛知県西加茂郵猿授町1回)

(愛知県稲沢市下津町1回〕

4回〔愛知県西加茂部族授町1回)

(愛知県稲沢市下津町1回〕

(愛知県新城市字素人舟1回)

(愛知県連糞郡赤羽根町1回)

8回〔愛知県西加茂郡競技町3回)

〔愛知県小牧市宇久保一色3回)

(愛知県新城市字西入舟1回)

(愛知県北設楽部稲武町1回〕

(剖 水産物 3種

A ふ な 8回(愛知県海部郡蟹江町3回〕

〔愛知県西加茂郡猿投町3回〕

(愛知県幡豆郡一色町1回〕



C し じ み 4回〔愛知県費甫市油ケ澗2回)

(愛知県海部郡鍋田干拓地2回〕

(割 畜産物 1種

牛 乳 6回(愛知県西加茂部猿投町6回)

2.考察(単位は牛乳･10-1望c/100cc,他はすべて10-12c/乾物10gを示す〕

(1)玄 米 水 稲 -2±5(1960年度〕

陸 稲 8±5(1960年度)

玄 麦 裸 麦 21±13(1960年度),4±5(1961年度〕

小 麦 15±13(1960年度),4±4(1961年度〕

で1960年度産の玄麦の放射能量は1961年度産のものに比し高い値が示されている｡

これほ1960年度の麦の生育期に核実験のあった影響であろう｡玄米についての1961年度産¢

ほ未実施である｡

(2)野菜についてほ,ほうれん草の測定値(1960年度)ほ,39±23及び59±56でその平均侮

±33である｡1961年度産については10月実施の予定である｡

1960年度実施の大根の根部の測定値ほ岬8±25,40±47でその平均値ほ17±35であって,頭

ついては49±29,108±36その平均値83±36で板部忙比し汚染の度合が大きい｡

1961年度産の大根についてほ根部のみについて1962年1月に実施の予定である｡

はくさいの測定値(1961年度)は最高202±60,最低69±28でその平均値は133±38である｡

験のないときの栽培であるがかなりの汚染が認められる｡

(3)果実の梨についてほ,1960年度の測定値でほ最高92±22,最低15±12で平均値ほ37±1

り,1961年度(県下4地点採取〕の未果実についてほ,最高23±11,最低-2±9でその平力

13±10である｡これらの値は果実の成熟状態に関係なく1960年度の値がかなりに大きく放射七

物の影響を受けていると考えられる｡1961年度においては採取時期までに核実験は行われてし

が成熟期の核実験影響は測定未実施のため不明である｡

㈲ 淡水産物のふなについての1960年度の測定値の最高ほ429±23,最低は8±33で平均値

±24である｡海部郡産のふなに見られる高い値ほどの様な汚染に起因するか明らかでない｡1

度(県下4地点採取〕における値は,最高34±25.最低-14±47,平均4±30であって1960j

比し1961年度の値は小さい｡

(5)海水産物のいかについて実施した1960年度の測定値は,最高27±23,最低-19±24,二､

±23で,1961年度の測定値は①伊勢湾2ケ所,②知多湾1ケ所,③三河湾1ケ所の試料につし

②湾口43±16,湾の奥9±16,②23±17,③17±18の値が得られておりその平均値ほ23±17~

(6)淡水産の貝類,しじみについての1960年度の測定値ほ,最高17±12,最低-7±12,5



3･総括 食品における放射能量は全般的傾向として,1960年度の測定値と1961年

測定値の間にほ僅かではあるが減少傾向がみられる｡しかし1961年度の将来の報告に

後半の7ケ月分については9月より核実験が再開されており,相当量の放射性降下物

れているので,次第に上昇の傾向があらわれるであろうと予測されている｡

愛知県における放射能調査

伊勢湾海底沈積物の放射能調査結果について

愛知県衛生研究所

林 閏一,茶谷

第1田 海底土採 取定点略図

1960年7月に･

に引続き,1961･

生省名古屋検疫一

け,採取定点を

口(割名古屋港

2(3)四日市港

浮榛燈(5)小鈴

No.6(6)野間崎

5の6点に定め

にわたる各季調二

とした｡1961年i

月,10月の2許

で,本報に報告

1961年6月21酎

果であって,採]

ほ,無風曇で,

Ⅶ,No.Ⅴ,No

No.Ⅰの順に採】

採取測定方法に･

学技術庁の示す-

t__■■ ヽ二 二



調査結果についての考察

調査結果については,海底沈積物に於けるデー∵タを第1表に,海水に於けるものを第2表むこ

た,陸水及び下水,参考として採取した本調査前6回の雨水の放射能測定結果を第3表に示l

この結果について,昨年の8月に実施した同一箇所の海底沈積物の放射能量と比較すると,肇

の10-10c/100mgの乾燥物について,大野沖,野間沖の5km沖について,4.0±1.5及び4.5

であったものが,今回の調査でほ1･1±1･3,3.4±1.3となっていて,同じ場所の海底の海7

射能については(0･02±0･04〕×10~10c/1,(0.05±0.04)xlO-10c/1が〔0.04±0.05〕xlO-1･

(0･04±0･05)xlO~10c/lとなっている｡海水のC卜濃度は,いずれの場合にも大きい変化¢こ

ない｡即ち,海水についての放射能量ほ,この2回の調査を比較して大きい差は認められなし

海底土の万は前回よりも,1年後の今回の調査値の方が小さい値を示している｡本試験にお巨

射性のelementの対象となっているのはSr90-Y90系であるから,放射能の減衰という事前

も底質の移野蛮化に負うところが多いのではないかと推測する｡いずれにしても,昨年の報苧

べた様に,伊勢湾の太平洋に近い部分の方が,伊勢漕の奥にあたる部分に比して,海底沈積彰

ける放射能量が多いと云う事柄には変りがない｡他の測定点を加えた今回の測定値で,海水力

湾全体に平均的な偵を与えているのに比し,海底沈積物については

名古屋港 口

大 野 沖

四 日 市港 口

知 多 沖

小 鈴 谷 押

野 間 沖

(-0･1±1.2〕xlO-1¢c/100g 乾燥泥

(1･1±1･3)xlO-10c/100g 乾煉泥

(1･7±1･3)xlO一川c/100g 乾燥泥

(2･7±1･3〕xlO-10c/100g 乾燥泥

(3･3±1.3)xlO-10c/100g 乾燥泥

(3･4±1･3〕xlO-10c/100g 乾燥泥

の傾が示され,外海に近ずくに従って次第に大きい測定値が与えられている｡

なお,本報告においても,昨年の報告と同様に,河川水(木骨川の犬山,邑酉の箇所にある

古屋市上水道取水口,矢作川の猿投町平戸橋)と,下水〔名古屋市中区堀留下水処理場流入下

及び調査前純2ケ月にわたる雨水放射能のいずれにおいても,海水或ほ海底沈積物に放射性物

供給するものほ見当らない｡即ち,雨水の例を取れば,昨年の調査期前約2ケ月の値と本調査

にた,それの泰考値の間には大差は認められない｡伊勢湾海底沈積物の放射能調査結果の検討

めにほ･伊勢湾口先の太平洋の調査を併施する必要がある｡この附近の海探は,鯛ノ島,セギ

瀬南方において約30mで,伊勢湾中部の海探にほぼ等しい｡海溝は菅島の東方に沿って,35～

で,伊良湖,答志を結ぶ線の南方に部分的に100mの海津を示すところが存在している｡
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兼京都に憩ける食品及陸水の放射能汚染の推移に就いて

都立衛生研究所 長 尾 元堆,稔井 多一

三 村秀 一,西垣 進

陸 水

昭和35年4月から36年3月までの各種陸水の放射能調査の概論について述べる｡上水道

ほ,都下青梅市の簡易水道の原水,蛇口水を年4回調査した｡原水はL山奥約4km位の所で,

水を堰止めて貯水し,砂f]過をしている｡平均値1･21cpm/1で最高1･93cpm/1を示してい三

下水としてほ三河島汚水処理場で,都内の下水を爆気,活性汚泥にて処理した水を年12回

た平均値6.92cpm/1を示す｡河川水としてほ多摩川を選び,その水と,沈澱物を年3回調

その結果では,河川水が平均値1.78cpm/1沈澱物5･65cpm/1を示した｡

伊豆大島は,雨水をためて飲料水としている地区で,この貯水槽内の水と,沈澱物につい

し,34年度からの比較を図表すると次の如くである｡

(図1) 天 水 (伊豆大島)

(昭和54年→55年間の放射能計数値)
昭和54年4月 5.80士1.15

5月 51.90士1.占7

占月 2占.50士1.25

7月10.45士1.2□

8月 7.05士1.12

9月 8.1占士1.1占

10月 1.55士1.07

11月 5.占0士1.D7

12月 8.0占士1.1占

昭和55年1月 4.20士1.11

2月 5.5占士1.10

5月10.04士1.占4

占月 1.75士1.09

8月 5.05士1.15

10月 4.72士0.75

12月 (-)

昭和35年
4月 5月 6月 丁月 8月 9月 川月】1月12月1月 2月 3月 ‖] 8月10月12月



(伊 豆 大 島)天水 11.80 グ 2.87 ㌦

(伊豆大島)沈澱物(g〕 124･50(cpm/k) 66.13(cpm/k)

以上の結果から,昭和35年度ほ,34年度に比較して漸次減少の傾向を示していること

((図表1〕より特に大島の天水の放射能値ほ明白である),しかし貯水槽内の沈澱物

数値を示すものがあり,汚染が充分認められる｡

(〔図表2〕より,計数値が一定して居ないのほ,貯水槽を島民が時々掃除するので,

泥した場合,或ほ,貯水槽が大きいので,採泥箇所によるものと思われる)｡

昭和36年度ほ核爆発実験が行われてる為8月以降漸次増加の傾向を示しているが充分

備はらないので,ここでは除外してあります｡

(岡2) 沈 毅 物(伊豆大島)

(昭和朗年～55年度 放射能計数偏

…

250

ZOO

一
＼
∈
d
ロ

6月 9月 12月 6月 8月 10月 12月

食 品 (昭和33年9月より現在に至るまでの汚染度の推移)

昭和32年9月から現在まで,科学技術庁委託による食品の放射能汚染の調査を続けて

物,水産物,畜産物について調査を行っているが,この間,特に野菜類のうちでホ_レ

菓,番茶に強い汚染値が見られたので,年次を追って汚染の状況を図表にして傾向を見

る｡〔Figl〕

Figlに見られるように34年秋口から36年3月までは,汚染度は減少をたどり,36年

/丁ヽ廻太一ナ;J.ヰ
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36年9月の調査の2種のものは,この値をはるかに下越っている｡しかし,この表で見られ

り,核実験の影響が,すぐに,これ等の食品に現われることは,公衆衛生上のみならず,そ

的影響を考へる時,許容量以下とはいえ,問題があるものと思う｡また,今後も調査を継続

結果について報告する｡

(2図) 人工放射能(β線)による食品汚染度曲線

ユユ用土い紺喝那=机

亡叩

l祁

110

100

gO

さ中

一O

帥

50

10

30

ヱ0

10

¢

-10

_ -
一 - - -

--I18.‡土‖明神り1 測定菓副群研G.H.C1001S･仙
平均効率 約lT%

測定試料 与食品とも灰分¢句を用い.

35年 36年
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註:KcID.5gのカウントを測定し,各食品の灰分中の叫Kによる自然放射能を計算により補正を才

各品目とも,東京都内及近在の生産物である｡

海水の放射能について

海上保安庁水路部 ○日向野良治,長屋 裕

塩崎 愈,背戸 義郎

1.調 査 方 法

昨年に引続き日本近海の海水について全教射能の測定ならびに90Sr,1:汀Cs,144Ceの核層

行った同時に金海洋からみた場合の日本近海水の汚染レベルを知るため,カリフオル品ヤ河

イ諸島附近,南洋諸島附近,南太平洋,印度洋及び南極海等から採取した試水中の90Sr,13丁

よぴ144Ceの分析を行っているので現在までに得られた結果について報告する｡



滅するような短寿命核種の存在が予想されるような事もあった｡

(剖 核種分析について

日本近海でほ34年6月に0.9FLFLc/lの90Srが見出されたが,11月には0･4～0･6FLFLC/】

年には0.2～0.3/甲C/1程度に減少している様子がみられ川Csについても同様の傾向が｣

144Ceについてほ大体90Srと同じオ｢ダ,の濃度であることが認められた｡

35年における表面海水のこれら核唾の濃度を日本近海でない他海域のそれらと比較づ

フォル占ヤ沖では日本近海の約1/2,ハワイ諸島或いほ南洋諸島附近では日本近海と匡

太平洋では9唱rについては日本近海の1/4～1/5程度,l釘Csについては1/2程度になて

1祈Cs/9唱rの濃度比が南太平洋だけ大きな値を示している｡深層海水についてほ現在与

り11月中旬までには結果が得られる予定である｡

3.考 察

34年秋以来海水の全教射酷測定からは人工放射能の存在を推察する事が殆んど不可能苦

っている｡しかし核種分析の結果からは日本近海の表面水の90Srや137CsほFall･Outだ卜

汚染されたと考えられる南太平洋の海水と比較して2～4倍の高濃度を示している0

又,ハワイ諸島東方海域から採取した試料ほ多分北太平洋海流中にあり日本近海と同l

度を示しているが,かって日本近海を黒潮として通過したビキ占,エ昌ウェトック附近ゴ

水塊が大海流の途中の稀釈によってその濃度に達したのであろう｡

カリフオルニヤ沖の試水はその径路上北方海水による稀釈の程度が大きかったものと

る｡

横浜港､名古屋港及び神戸港の放射能レベル調査について

海上保安庁水路部 日向野良治,○長屋 手

塩崎 愈, 背戸 義眉

1.調 査 方 法

原子力船の就航に先たち常時における港湾の放射能レベルを測定しておくため海上保与

では,横浜,名古屋及び神戸の各港内で約15測点明海水,海底土について仝放射能ならて

13TCs及び144Ceの分析を行っている｡

分析法ほ1100cで乾燥した海底堆積物の冷塩酸抽出液から穆酸を使用してSr,Ce等7

事を除いては大体において海水の分析と同様である｡

昨年ほ横浜港調査の一部について発表したが,その後,横浜,神戸港の海水ならびに寺

領物について全放射能,90Sr,1耶Cs及び144Ceの分析結果が得られたのでそれについて∃



ついてほ大差がない｡文金放射能については外洋水より幾分低い｡

海底表層堆積物の9OSrほ0･01ILfJc/g,137Csは9dSrより高く平均0.05fLfLc/g,これに対L

は強く濃縮され約1〃〃C/gであった｡

又表層堆積物の金r放射能と潮流との園係をみると,潮流の強い地点の堆積物の放射能&

湾の表層堆積物の放射能としては中程度を示している｡

3.考 察

港湾水ほ懸濁粒子を多く含みこれら懸濁物のスキヤベンジ効果によって海水中の144Ce彗

されて海底表層に沈積するものと考えられる｡13TCsも幾分かこのような影響を受けてし

帥Srに比較して堆積物中の濃度が高いのであろう｡

叉潮流によって堆積物の放射能が影響を受けるのほ,スキヤベンジャーの役割を具す願書

が潮流の強いところでは沈積しにくいためであり,潮流の弱いところで放射能の低い場合い

物質以外の堆積物の供給が大きいためであろう｡

♯近における放射能観測結果について

気象庁観測部 川畑,大田,○小池,渡辺,村山

1958年の核爆発実験の影響をうけ,1959年6月頃までほ日本各地ともかなり高い放射能カ



れたが,同年7月頃から急に減少し,ほとんど自然放射能のバックグランドに近い値む･

Ⅰ粥0年春にサハラ砂漠で実験が行ほれ同年3月から4月にかけて1時日本各地で数千こ

の放射能が観測されたが,その後再び正常にもどった｡

本年9月頃にソ連がシペリヤや北極圏で核爆発実験を再開するに至り,日本各地の声

徐々に増加の傾向をみせ,10月16日現在までの最高値ほ,稚内10月14日採取降り始み

放射能116押C/cc(38,600cpm/1)および札幌14日採取浮遊垂の放射能130押C/が(43〔

であった0 ∫榊一定巨{｣∠ 冊古畑叫
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Table 2 Radioactivityin air-borne dust(cpm/10m3) No.
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今回の核爆発宰験は9月1日から殆ど隔日おきに実施されているにもかゝわらず,賃

にその影響はきわめて緑[割こ表ほれている｡雨の放射能の場合ほ9月9[1頃から現れ群

(1,000cpm/1〕以上の値が観測され出したのほさらに十数日後の9月22日頃からでj

般的にみて北日本(特に北海道〕ほど大きな値を示す傾向がある｡

これ等の原因について考えてみると,第一に9月10日頃までは10キロトン級の比較n

であったが,11日頃からメガトン級の大型の実験が行われるようになり,放射能の影望

頃から顕著に現れ始めたものと考えられる｡第二の原因は,第二図のように放射能垂弓

偏西風の主流(ジュッりが日本の北をそれて通っていたものが,9月20日頃から徐ノ

し北海道上空を通過するようになり,それに乗って来た放射能垂が雨にとらえられて劃

Fig･2 Trajectories ofradioactive dust,19占1



たものと思ほれる｡

一方空寅中の垂の放射能は9月20日頃から急に高い値を示すようになり,雨の場合とはあ

方が臭っている｡しかし雨の場合と同様に北日本で高い値を示す傾向にある｡当時の地上に

気象状況をみると,9月18日に台風18号が北に去った後,それまで南方にほり出していた小

気圧が甫に去り,大陸からの移動性高気圧が9月20日頃に日本をおゝい,それに伴った北か

流が放射能垂を日本にもたらしたものと思ほれる｡その後9月25日,29日,10月2日,9日

と移動性高気圧が日本に来襲するごどに日本各地の塵の放射能が増加している｡

貴近における異常徴気圧観測結果について

気象庁観測部 川畑,大田,佐々木,小池,渡辺

今年8月末にソ連が核爆発実験の再開を茸言して以来10月12日現在までにシペリヤ,スタ

ダラードの東,北極圏の3ケ所で,計20回の実験が行ほれたことが報道されている｡日本各

象台や測候所における徴気圧計で,これらの核爆発実験忙よる異常徴気圧波を9回観測して

また松代地震観測所でほ9月10日及び12日の2回これら核爆発実験によるものと思われる地

観測した｡

徴気圧振動の記録(振巾)ほいずれも比較的小さく,10月6日のものが最大で0.2mbであ

これらの観測結果によると,爆発の位置ほ何れも日本の北西方向およそ6,00Okm〔ノバヤゼ

島附近〕で爆発の大きさは数メガトン,爆発の時刻ほ現地時間の12時前後と推定される｡

Tablel Nuclear explosion tests and microbarometric observations.

(Sep.10MOct.占,19占1,Tokyo)
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Fig.1

Fig.2

Arrivalisochrones
ofmicro-barographicwavecausedbyanuclear

explosion testin the Arctic.

Sep.1口,19引

Recordofmicrobarometricwavecausedbyanuacleortest(1)



Fig.5 Recordofmicrobarometricwavecausedbyanucleortest(2)

成層圏の放射能測定

防衛庁技術研究本部 ○鈴木辰三郎,浦井 達夫

1958年以来ジェット機を使用して,成層圏及び対流圏上層部の放射能垂を,ガムドペーパ･

り採取し放射能を測定しているが,1961年9月F掴6F戦斗機に集重器を搭載し,ろ紙と横執

を用いて定量測定を行った｡また同時にガムドペーノミ-と,ろ紙式集重器とを使用し,一応

黄の集聾効率の関係を求めることができた｡本年9月から試料採取回数を増加し,概ね毎日二

目に採取飛行を行っている｡今回は核実験再開後の放射能の変化及び採取試料の一部の放射

について報告する｡

1.ガムドペーパーによる放射能垂の採取

ガムドペーパーは17cmx33cm大の錯酸繊維素皮膜に,透明粘着剤を塗布したもので,

ジェット戦斗機F-86F又ほT-33の主翼の片側又ほ左右両側の前面に各10枚づつ貼布し,所

在〔40,000feet又は33,000feet〕で1時間水平飛行を行い,粘着面に大気中を浮遊する放

を附著せしめる｡

2.ろ糸田こよる放射能垂の採取

F-86F戦斗機に搭載したろ紙式集重器に,東洋ろ紙製作所製No･5の100皿m¢又ほ300r

紙を入れ,所定の高度に達したとき集重器の電動バルブを開き約30分間水平飛行を行う0

行が終ったとき電動′ヾルブを閉じ,地上でろ紙を取りほずし,積算流量計甲目盛を読む0



4.測 定 結 果

来年9月14日F-86F戦斗機2機を使用し,1磯でガムドペー㌧ペーとろ紙による奥

の1機でガムドペーパーを用い,1時間水平飛行による集垂を同時に行った｡これ.

射能と,ろ紙を流れた空気の積算流量から12kmの高度でほ1時間の水平飛行でガ.

1故当り約4m3の空気中の放射能垂を採取してくることとなる｡この換算率を用い

度における1m3(標準状態)中の放射能の時期的変化を示すと,囲1.のようにな

本年9月核実験再開後の一部の試料について,放射能の減衰を示すと図2.のよ

図1･高度12kmにおける大気中の放射性物質の濃度(標準状態の空気に換算〕

195 9年
(昭和34缶1



図 2. 19占1年(昭和5占年)9月採取試料の放射能減衰
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測定開始よりの時間し日1

日 本近海の海水の放射能

気象庁海洋気象部 ○秋山 勉,中沢 雄平

藤井 和敏

1.調査海域および時期

海域ほ第1図に示す如く従来とほとんど同じで,オホーツク海は460N以南,太平洋側は3

ら440Nにおよぶ1510E以西の本州東方海域,230N以北で132■Eから1400Eにおよぶ本州

域,250N以北で1320Eから123QEにおよぶ九州南西方海域および日本海の海域である0こ(

290N,1350Eの南方産点でほ6月から10月に約1週間おきに採水した｡

なお1961年6月に行われた深海観測で深海水を採水し,放射能の測定を行った｡

2.測 定 方 法

従来と同じく,放射能調査測定基準小委員会編｢放射能測定法｣(1957年)に従って全鰍

測定し,測定値は500dpsのU308を比較試料としてdpm/1で表わした｡

3.測 定 結 果



1960年7月以後の測定値ほ第1表に示す如くで,1960年後半は南方海域･南西方海

以下,その他の海域は3dpm/1以下となった｡1961年前半は南方海域･南西方海域･

後,その他の海域は3dpm/1以下で,ほとんど天然のレベルに近くなったものと思ね

第1表 日本近海の表曲水の放射能

単位:d
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(剖 中層水の放射能



第2表 日本近海の中層水の放射能

単位:dpm/1

本州東方海域l本州南方海域

19占0年8月

0′}1

口′-1

19占0年11月

本州東方海

19占1年2～引j

l′}5

0 ～5

(3)深層水の放射能

1961年6月の深海観測妃おいてほ三陸沖日本海溝の388N線の3点で深層水を採水した0

定値ほ第3表に示す如くで,これらほいづれも天然のレベルに近いものと思われる0

第5表 日本海溝の深層水の放射能

単位:dpm/J

､＼-

--

水 深

＼
＼
＼
＼
＼

58004′N,145019′E 58001′N,144000′E

2

5

1

58qOD′N,14占057′

4.考 察

試料は採水後計測迄に大体40日から60日を経ているものが多いので,測定値から採水時の∃

を正確に推測することは出来ないが,日本近海の金放射能ほ次第に減少し,1961年5月には二

西方海域以外はすべて天然のレベルに近くなった01961年6月に採水した深海水も金放射敵

のレベルに近いものであった｡

南方定点海域における落下塵壌の放射能

気象庁海洋気象部 ○秋山 勉,舌村 広三

1.調査海域および時期

南方定点観測船の位置は29｡N,135｡E中心とする半径50マイル圏内で,6月から10月まで

た｡



3･測 定 結 果

1960年の落下垂填の放射能を第1図に示す0これほ落下塵填の全放射能降下量の日

金て0･1mc/km望以下になり,年間を通して特に変化はなかった｡

落下塵填の放射能の日々の降下量の出現率は第1表に示す如く,1960年の落下塵境

非常に減少していることがわかる｡

第1図 南方定点における落下塵填の放射能(日変化)

単位:mC/kn2/da

第1真 南方定点における落下塵填の放射能の出現率(各年5月～10月)

単位:mq/lm2/day

採取日数 0～□.05

禦fフ享讐
50～100ゴ1ロ0～5□0

2.0

nU

4

nU

nU



西部北太平洋における海水中がOSrおよぴ1椚C8につし､て

気象研究所 三 宅 泰 雄 ○猿 橋 勝 子

葛 城 幸 雄 金 沢 原 子

北太平洋西部忙おける海水中の噂rおよびⅢCsの分布についてほ,すでにその一部ほ畔

した｡その後測定がすゝみ,深層水に関する帥Srおよび描Csの濃度がわったので,北太刊

におけるこれらの鉛直分布から求めた渦動拡散係数について報告するo

Tablel. Theconcentrationof90Srand137Csinseawater(pFLC/1)♯

1 弓1957 Aug紬Se｡tSe｡tSe｡tSe｡tSe｡t甑｢/

nU

4

′0

2

5

2

2

Nov.10

Nov.12

Aug.5

Aug.17

Sept.12

Sept.15

4占000′N

4占ODD′N

420DD′N

41057′N

42000′N

42000′N

42005′N

24059.5′N

17050′N

lOO口□′N

55004′N

42000′N

59054′N

4005?′N

Average

1占0000′E

170000′E

17口000′E

l占4002′E

15800口′E

150000′E

14占80D′E

154059′E

154057.5′E

155000′E

14占002′E

14ヂ2占′E

144008′E

147Q19′E

0.占士0.1

1.5士0.1

1.5士0.1

2.5士0.2

2.2士0.2

2.1士0.2

1.7士口.1

5.1士0.2

0.8士0.1

1.占士0.1

2.5士D.2

0.8士ロ.1

2.1士0.1

1.占士D.1

1.7士0.2

♯Sampleswerecouectedbythefollowingresearchvessels:No･1

0.9士0.1

1.0士0.4

1.2士0.1

4.8士0.5

5.1士D.5

1.5土0.2

1.8士D.5

5.5士0.4

1.5士D.2

1.4土0.1

1.4士0.2

0.8士0.2

2.1士口.4

2.占士D.4

2.0士D.5

and2,the Oshoromaru(

idoUniversity);No･5,4,5,占,7,11,12,15and14,theRyofu-maru(JapanMeteorologicalAB

No.8,9andlO,theUmitaka-maru(TokyoCo11egofFeisheries)･

牒1表に表面海水,第2表に深海水中の9USrおよぴ13TCsの濃度を示す0

表からわかるように,表面海水中の"OSrほ0･6～3･1押C′1,1那Csは0･8～4･1ppc/1,Cs/5

ほ平均して1.2であった0深海水についてみると,5000mまではこれらの人工放射性核種が

ていることが分った｡深海水のCs/Sr比は平均して1･3であった0



Table 2. 90Srand脚Csindeepwaters(NorthPacific)

58占D

587D

588D

589D

594D-1

594D-2

595D-1

595D-2

597D

占01D

占]2D

15001.5′N 154058′E

OOOD2.5′ 15占00D′

29051.5′ 15105占.7′

29055′ 154052′

40022′ 144054′

40025′ 144051′

40058′ 147019′

40055′ 147015′

11011′ 142020′

29059′ 144029′

50010′ 142055′

0.1空士0.02

0.1d士0.02

0.占士0.1

ロ.占士0.1

0.12士0.0望

0.0

0.21士0.晦

0.13士8.ロ雪

ロ.2士0.0雪

0.1士0.O1

0.0

0.2士0.1

D.5士D.1

0.占士0.2

0.d士0.2

0.2士0.1

0.D

O.5士0.1

0.1士D.1

0.2士0.1

ロ.1士0.1

0.0

ある0計算の結果はt=3年とするとDは平均して1鮒という値が得られた｡

鉛直方向の拡動拡散係数については,今までかなり小さいと考えられていたが,その

的に推定されたものである0今回は90Srおよび川Csというtracerによる推算であるの･

定はかなり信頼できるものと考えられる0渦動拡散係数Dは安定度の減少とともに一

るから,深さとともにDは増大すると考えられる0 この考えはkoczyのラジウムの海

散に関する研究からも支持されている｡

深層水における鉛直方向の渦動拡散係数の推定は,深海における海水の循環をしる上

目を果すと考えられるので,深海の水のうごきをしるために今後もさらに研究をつづけ

放射性落下物の季節変動について

気象研究所 三 宅 寮 堆 猿 橋

○葛 城 幸 堆 金 沢

前年度に引続いて,日本各地7地点で採取された放射性落下物について,90Sr,l抑Cs

ったo第1表には90Sr,137Csの月変化を示す｡1961年3月末までの?OSrの蓄積量は21

ある｡

これらの測定値より,成層圏における放射性垂の滞留時間として1.3～2.6年が待ら

年以降毎年いわゆる｢春のピーク｣があらわれている｡



雨の中の放射能のつよさほ,ジェット気流が観測点の

上か,やゝ甫にあり,しかも500mbに気圧の谷が通過

するとき,約3倍に増加した｡成層圏下部から対流圏上

層にたまった放射性ちりは,ジェット気流の北側と,上

層の気圧の谷の後面にある大気の沈降填で下層にほこば

れ,雨に洗われて地上にもたらされることがわかった0

このような対流圏上層の寅象条件は,1959年,60年に束

京では,3月から6月まで多く現われ,東京における同

年の放射性落下物の春の極大の主なる原因となった0ま

た春の極大の現われなかった1955年について同様の解析

をおこない,前にのべた気象条件を伴う雨が春に比較的

少なかったことをたしかめた｡

第1表

東京に於ける137Cs90Sr降下量

2

5

1

5

4

5

5

北半球中緯度地帯における放射性落下物のピークにつし､て

気象研究所 三 宅 泰 雄 猿 橋 勝

葛 城 幸 雄 ○金 沢 照

北半球中緯度地帯へfalloutの蓄積が集中している事実ほ,1956年にLibbyによって確認

いる｡我々ほ1959年にAlexanderらによって報告された土壌中のgOSrの蓄積の世界的な

ら,北半球中緯度地帯への放射性落下物の集中の理由をあきらかにすることを試みた0

北半球内における放射性落下物の分布をみると,同じ雨量については,L中緯度地帯におけ

の蓄積は熱帯地方にくらべていちぢるしく多い｡このような,中緯度地帯へのfalloutの集

の地帯との,対流圏上層の気象条件の相違により説明することができる｡即ち,300Nから6

わたる中緯度地帯においては,500mb面に気圧の谷がしばしばあらわれるが,高,低緯度地

上層の気圧の谷は,少数しかあらわれない｡一方中緯度地帯上空にほ一年を通じて強い偏

(ジェット気流〕が帯状に流れている｡上層の気圧の谷の後面,及びジェット気流の北側
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放射性フォールアウトの落下機構について

気知子 兢測部 小池 尭治,渡辺 唇

○村山 信彦

放射性フォールアウトの緯度分布ほ中緯度に最大を持つことおよび春に最大,秋に最

節変動がみられることほ,冊界各地の多くの研究により知られている｡このフォールア

構について現在のところBrewer-Dobsonの子午面内の大気循環モデルにより定性的謙

れている｡こゝでほ主二として日本におげる観測データから上記の現象をホす｡

日本各地の雨水および地面付近の浮遊塵の放射能およか落下9-ISrの比強度に1959牛

ピークと196n年春の僅かな増加がみられた｡この季節変動は大気オゾンなどの大気微小

在するが,フォールアウトの場合は低緯度から高緯度にわたって顕著である｡成層圏に

物質に特性的であることに興味がある｡

フォールアウトが中緯度に集中する傾向ほ一般の大気の子午面循環の経路,春に成層

の大気の交換が盛んになることおよび対流圏内の高低気圧活動などが関連して生ずるも

れる｡.一つの原因として,圏界面間隙を通して極圏界面上の成層圏大気と熱帯圏界面下

気の水平混合により,成層圏内の放射性物質の対流圏への輸送が考えられる｡放射能ゾ

観測された放射能の鉛直分布は約100mb(平均極圏界面〕と200mb(平均熱帯圏界面二

大を示していて,この事莫を支持しているようにみられる｡これはBrewerによるオブ.

見出されている｡圏界面間隙ないしジェット気流中心の子午線方向の変動と地上におけ

アウトの最大の起る位置の変動とが符合していることを示す｡ただし環地球の偏西風の｢

放射能ゾンデ禍削による放射能の鉛直分布図



移動やmeanderingは対流圏の高低気圧活動に直接影響しているので,以上の現象上の一致

は圏界面間隙を通しての放射性物質の落下が最も優勢であると結論するのは早計である｡
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および1卵Csの分析を主として筋肉および骨についておこない,日本人の体内の脚Cs

これと133Csとの関連を考察した｡

Tablel. Potassiumand Cesiumin TotalBody of the Standard Man

Element Percentby weight Amountin70kgman(g)

0.19士0.04書 15占士28♯

2.0×10-8(1.2-5.4)榊 1.4×10-3(0.8-2.4)榊

鴇
The means and errors are based on assumed normaldistribution.

榊 The means are geometric,based on assumedlog･nOrmaldistribution and

thefiguresin parentheses represent the range of±standard cviation.

1.人の間におけるカリウム含量の分布ほ正規であってTablelに示すように0.19±

し,これはr線測定による文献所載の値とよく一致する｡

2.人の間におけるImCsの分布は対数正規と考えられる｡その平均値はTablelの逓

Table2. Estimate
of

TotalBody Burden
of13TCs

Year
TotalBody137Cs(mJLC)

Geom.Mean
'

Range of士0

Aug.･Dec.1958

Jan.-Dec.1959

Feb.-Apr.19古口

May-Aug.19占ロ

1

′○

′0

4

4

1

1

11-140

7-5占

4- 8

5- 70

3.1958年8月～1960年8月の間における日本人体

内の1:汀Csの量ほ(体重70kgと仮定して〕Table2

に示す通りである｡

4.汚染の尺度としてl耶Cs/描Csを用い筋肉中と骨

中の値を年直別に比較すると,Fig.1に示す通りで,

バラッキは1958年末より1960年ほじめに向って減少

し,1960年貰には増加している｡13TCs/川Csの値の減

少一増大の傾向は筋肉中と骨中とで違っている｡

以上の事実から13TCsによる人体汚染の機構につい

て考察する｡

Fig.1Time Dependence of the

ratioin Human Bod
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食事中に含まれる18TCs

国立栄養研究所 ○速 水 決

国立公衆衛生院 山 県 登

全国各地の都市および農村において各十世帯ごとに集められた成人食(および幼児の食事

いて,90Srの分析と同一試料につき137Csの分析をおこなった｡その結果ほ次に示す通りで

(FLFLcl:与TCs一目摂取量,カツコ内はC･U･〕
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米麦中18了Csの経年変化

農業技術研究所 ○小 平 潔

国立公衆衛生院 山 県 萱



137Cs FLILC/kg

(カツコ内C.U･)

札 幌

盛 岡

秋

仙

高

金

鴻

東

甲

烏

岡

福

田
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沢
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府
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山
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津

玄 麦

■ - .___ 一･･･-･･･--一 ~■~■~■■
1959l19占口 重 19=

2占2(145)

占95(118)

209(107)

1占8(104)

179(140)

184(105)

1?0(95)

25占(112)

占占7(547)

占7(55)

158(100)

17占(97)

占4(58)

7占(4占)

1占(1占〕

15?(77)

8D(51〕

5占(27)

148(85)

占1(54)

114(55)

89(49)

玄 米1959

27占(224)
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魚類等に含まれる187Csと188Cs

東海区水産研究所 ○深井隣

国立公衆衛生院 山 県

海洋生物における13TCsによる汚染の指標として137Cs/133Csを考えた｡表に示す適

して生重量当りの133Csの含量はほゞ一定していることが判る｡したがって133Csのf

とから考えて魚体中の13TCs/133Csの値はその生育環境である海水の137Cs/133Csとほ

れば,海水中の133Csが場所によって変らない〔A.A･Smales等)という仮定と,そ〔

という値から海水そのものを分析しなくとも,魚の137Csの分析から推定することヰ

また,表のひらめとかれいに見られるように底棲のものでは1那Csが著しく高いこ

た｡

137Cs and描Cs content of Fish(Oct.19占0)(Pacific Ocean)

Fish

Mackerelpike

(Sanma)

Saury pike
(Kamasu)

(Susaki)

Horse mackerel
(Aji)

1笥3Cs

iLg/kg
fresh

1耶Cs

FLFLC/kg
fresh 137Cs/描CsxlO81se



生体中の天然Luの放射化分析

国立公衆衛生院 岩 島 清

核分裂生成物中の長寿命核種としては90Sr,137Csにつづいて106Ru(1年)があり,海藻･11

の存在が報告されている〔内海区水産研〕｡人体中の天然ルテニウムについては正確なデータ

られていないし,その他の自然界についても.岩石,鉱物以外でほRuに関する知識ほまこと

ぽしい｡そこで1け6Ruによる汚染の機構を解明したり,体内最大許容量の算出の基礎に供す

め,人体をほじめ食品や騒然物中の天然ルテニウムを分析する目的でこの研究をおこなった｡

従来の比色法ほ感度が充分でないので放射化法を採用し,次の方法を考察した｡すなわち,

化した試料に既知濃度の)t/テェウム溶液を加え,硝酸一硫酸処理を行った後,H望SO4-K2Cr2(

酸化蒸溜してルテニウムを分離する｡過塩素酸弱酸性でルテ占ウムーヨウ素糖化合物を沈澱

1¢3Ruのβを測定する｡次にルテニウムーヨウ素化合物を塩酸に溶解し,チオ媒素法で比色定

収率を求めたが,その結果についてのべる｡

人骨中の UOSrについて(続報) rlO分〕

放射線医学総合研究所 渡辺 博信 ○小柳 卓

1.環境の放射能汚染が人体に及ぼす影響をみるため,人骨中の錮Sr畳も測定し,その蓄積状

検べた｡すでに昭和32年より測定を継続し報告を行なってきたが,引続き本年･恒こ帝京で死

た老を対褒として分析定量を行なったのでここに報告したい｡特に従束取上げてきた年次変

よび年令との相関という問題のほかに,環境汚染との間の関係を考落する[柑勺で人骨中の天

を測定し,90Srとの比を求めて検討することを試みた｡

2.90Srの分析は発煙硝酸分離法ヰこより,測定はガスプロ｢･一低パックブランドカウンターによ

なった｡一方,天然Srの測定にほ尖充分光分析法を用い,イオン交換浩の併用によって少

試料で能率よく測定する方法を検討した｡

3.測定の結果を年令層に分け第一一一表に示す｡

第 2 表

S.U.(average±s.d.)

1.45± D.1占

1.05 士 0.05

年分(才)E 試料数

1.58′}1.47

0.22′}1.5占



の試料が少ないため,蓄積量の順位がこの表の示すとおりになるが,これだけでほ断章

また,20才以上の試料についてほ骨軽あるいほ骨の部位による差異という点になお検腐

ると考えられる｡

一方,本年得られた結果を前年のものと比較すると第二義のようになる｡

第 2 去

1

′19占0】(49)
l

19占11〔45)

0.9占 士 0.25 〔0.12～2.5占〕

1.=士0.09 芦〔0.22～5.18〕

0.盟士 0.18

0.4占士 0.05

20才以下では増加し,20才以上では減少するという結果を得たが,この点については

の試料についての測定結果を待た上で考慮したい｡人骨中の天然SrとCaの比を求め釆

～1.1×10~3であった｡

生物環境中の14C,8Hの調査(チモールにおける

放射性炭素含有暮の年次変化について)

放射線医学総合研究所 樫田 義彦,山崎 幹三

○岩倉 哲男

宇宙線に起関する中性イ▲が空気中のN原子を放射性14Cに変えるので,自然界の炭素

の14Cが存在するが生成量と半減期の開拓から一定量であった｡しかるに1954年以来,

発実験の中性子によって人工的の14Cほ急激に増加してきた｡これを雫証するため昭布

能調査費で購入したLiguid Scintillation Spectrometer;Tri-Carb Mode1314Aを拝

聞始した｡

この装置を使用する場合ほ(1〕Low-backgroand Counterとしての雑:音,(2)測定試料

制限,(3)Ouenchingの復活の三点が一番問題である｡ことに生物環境中の14Cを測定す

となる試料に限界があり,さらに前記の問題点を回避するよう計画する必要がある｡

そこで今回はヤマジソの精油より_L成分のチモールを抽出し,そのなかの14Cを測定

炭酸ガスにおける14Cの含量の動向を知らんとした｡けだしヤマジソOrf如(わ兜♪βゆ再

′卜草本植物で各年間の炭素を固定するから,その数値を比較して年次変化を求めうるこ

モ←ルは苛杏環を有するからScntillationの溶媒として使用できると考えたからである

ほ千葉人二学薬学部附属薬草園において栽培した1954年から1960年までのものである｡L



を含まぬいわゆるDead carbonの標準品としては石油製品より合成したチモールのmethyl-

を用いた｡測定温度-100C,時間30分｡結果は次のとおりである｡(笥2図〕

年 次 1954 1955 1956 1957 1958 1959 1960

cpm/Cgr
6.54 ～ 5.81 7.60 6.50 8.17 8.50

すなわち,本法によって天然植物成分ヰの14C量が測定され,しかもその年次変化は近年むこ

て漸増現象を示すことが明らかにされた｡この場合空気中の炭酸ガスが植物に固定され(光f

さらにチモールに生合成される径路が問題となる｡この点を解明すべく実験続行中である｡

25 50
Co職印trat10爪

第1図 thymol,thymolmethyletherおよび

?-Cymeneのquenching曲線
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第2図 thymol中の14C濃度の変化

1954 ～19占0

1961年産葉菜類の90Srおよび187Cs濃度つし､て

放射線医学総合研究所 市川 龍資,○江藤 正子

北海道,神奈川,竜京,鳥取,福岡,宮城,愛知,福井,京都,茨城,鹿児島,岡L山の各都

県にて1961年5～6月採取したホーレン草,ハクサイ,キャベツなどにふくまれる帥Srお

l耶Csの濃度を分析定量した｡葉菜煩の放射能汚染度は地域による降下量の相異,野菜の種類

る移態の相異,成育期間の長短などの各種要因が影響するので,その値の夜勤が大きいために

データが極めて少ない｡しかし野菜類からわれわれのせつ取する錮Srおよびl:汀Csは見逃すこ

できない割合を占めると考えられるので,こゝに本年春産の試料についての結果を発表する｡

尿 中 の187Cs の 濃 度

(放 医 研) 伊沢 正英,○坪田 博行



34年度より引き続き,大阪,石川両地区で中学生を対象として,尿中の13TCsの濃度二

た｡これまでに調査は計5回行ない｡第6回目の試料ほ現在(10月)採取中である｡三

分析結果は昨年の本会で予報的に報告したが,今回はそれも含めて,これまでに待らこ

びそれに対する考察を報告する｡

分析法ほ第4回までほリンモリブデン酸アンモニサムセシウム共沈一液浸r測定法

はリンモリブデン酸アンモニウム吸着一イオン交換一過塩素酸セシウム沈澱β測定法二

析結果を第1表に示す｡これらの分析結果から次のことがわかる｡

1〕1954年軟から1961和春までの間,大阪,石川両地区とも尿中の川Cs濃度は減メ

どっている｡

2)大阪地区よりも石川地区より採取した尿中の1卯Cs濃度の方が明らかに高い｡

差ほ調査の回ごとにちぢまり,1961年春では,差ほなくなった｡

3〕両地区とも,減少のしかたほ最初は急激であったが,漸次その傾斜は小さくな､

4〕各地区毎の24検体の濃度のバラッキが少なくなってきた｡

これらのことは,1961年秋に核爆発実験が再開されるまで,川Csの降下率が減少

と,および,石川地区(裏日本)の方が大阪(表日本)よりも降下率が大きいこと,1

なかの川Cs濃度が平均化してきたことなどから説明できよう｡

いまExponenrcIModelが成立すること仮定して,われわれの待た尿中の1即Cs濃占

から13TCsの体内量を求めると第2表のごとくである｡ただし,13TCsの全身に対すj

ほ120日であると仮定した｡

第1表-1 尿中の1卵Cs濃度の分析結果

大 阪 (脚C/1

試料番号

一
1
2
5
4
5
占
7
8
9
0
1
2
5
4
5
占
7
8

1

1

1

1

1

1
1

1

1

採 取 年 月

1959-11 1 19占0-2 1 19占0-9 1 19占1-2 1 19占

0
7
9
0
2
n
U
｢
′
｢
/
5
1
2
4
4
′
b
8
4
4
1
7

2
つ
｣
Z
J
Z
〕
｢
5
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
て
J
2

1
1
′
白
n
U
2
8
5
2
｢
/
9
4
2
了
′
4
9
ヱ
J
′
b
7
〇

Z
J
Z
J
2
Z
J
フ
0
2
2
2
Z
J
7
0
2
2
2
2
2
2
2
2

1
8
2
5
2
1
2
4
2
0
1
9
1
8
2
5
丹
1
9
1
8
1
9
2
1
1
8
相
加
1
8
1
7

9
9
9
0
J
ア
イ
O
7
8
0
8
5
8
7
0
5
7
7
8

1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1



第1表-2 尿中の脚Cs濃度の分析結果

石 川 (伸C/1)

試料番号
取 年 月

1959-11】19占ロー2 t 19占0-9 E 19占1-2 '19引 一占

≡】 …;

1岩1

59

11

12

15

14

15

1占

17

18

19

2D

21

22

25

24

45

47

59

42

24

5占

54

52

59

2占

57

58

41

52

27

5占

5占

55

2占

52

51

55

52

54

58

52

5占

58

2占

27

27

51

29

51

27

29

平
均弓

57･5 岳 51･7

24

28

51

24

21

24

22

25

25

2占

19

25

24

22

27

24

21

24

29

28

54

29

27

27

18

19

2D

19

15

15

1占

19

19

17

15

1占

1占

18

18

17

17

19

17

20

17

19

1占

15

25.5 1 17.5

1占

14

15

18

15

1占

15

14

17

15

15

14

一
1
4
一
1
7

15

柏

17

17

1
4
一
5一5一

1

第2表 1卵Csの体内量(mFLC)(尿分析結見より)

時 期 【 大 阪 l 石 川

1959-11

19占ロ
ー

2

′′

-
9

19占1- 2

′′

-
占

フォールアウト中の137Csおにび州Sr



採取および分析性ほ従来とまったく同様であり,最近の結果を,これまでの結果と比弓

1表である｡

われわれほ,ここでフォールアウト中の13TCsと90Srの比に特に注目したい｡このj

l･7でほぼ一定であるといわれていたが,われわれの待た結果でほ平均2.8で従来の佃

明らかに大きい｡また,その比ほ毎月大きく変動し,1.1～臥2の間である｡これらの∃

るために,核分裂生成物が爆発時から降下物として地上に落下するまでCsとSrとのF

がおこっていると考え,考え得るraction ationの起る機会について考え,それらほ拝

も述べ,これにより,平値の大きくなる可能性を説明した｡1960年以後のデータにおし

ことがみられた｡

毎月のⅢCsと9OSrとの比の変動は局地的な気象条件,とくに雨の降り方によるもq:

年3月から1960年8月の雨について,一雨ごとに採取した雨水中の137Csおよび錮Sr竜

下量と雨量との開拓を求めた｡その結果,われわれが前になした推論,すなわち,セご

雨のなかに入りやすいという考え方が立証された｡

この考え方が正しいものとすれば,139Cs/90Srの比の緯度による変化がみられるであ

わち,北半球において成層圏に存在する放射性核種ほ中緯度上空より対流圏に降下す老

ている0137Csの方が90Srよりも雨中に入りやすいと仮定すると,中緯度地方において

いは高緯度地方よりも1:i7Cs/90Srの比ほ大きくてよい筈である｡各国のヂpクを緯度月

すると,(図1〕成層圏からの降下物のみと考えられる1959年後半以後においてあき∈

でこの比は最大となった｡このことほ,1卯Cs,90Srの落下機構の説明に役立つのみで¢

蚕大な意味をも,もっている｡国連報告では,錮Srの降下量の緯度分布が示されておち

痩地帯に最大であることを指摘しているが,1釘Csの降下量ほ,その傾向がストロンう

もっと大きくなるということである｡

第1表 1:i7Csおよび軸Srの毎月降下量とその比

期 間ll:WCr(mc/kmヨ)E軸Sr(mc/lm2)t比 ま上期F射l:11Cs(mc/km2)l90Sr(mc/

1957-8以降冒 1.49 ! 0.5占 亀2.占占
1958-全年貢 11.01 5.80

三言≡言二子斗盲1喜二冒呂
-

2 1 0.24
･
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図1.137Cs/如Sr比の緯度による変化
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∇ イクリヤの報告

日本人の日常食中における90Sr汚染度について(1)

国立栄養研究所 速水 決,松野 ゆき

○五島 孜郎,篠 聞達

早川 徳子,鈴木 一正

原子力利用によって起る種々の随伴現象のうちで,放射性物質がFoodChainに導入されて

われの口に入ってくることほ警戒しなけれびならないところであるが,これはまた,もっとも

やすい事柄である｡

従来,各食品中に含まれる放射性Sr量の資料はあるが,われわれ人間がこれら食品を実際

にする場合には,調理,加工等の過程を経たものである｡

この観点において,われわれが実際に摂取する日常食中の90Sr含有度をしることも必要なこ

考える｡

そこで,演者等ほ被調査世帯の実際忙とっている食餌について90Sr汚染度を測定した｡

調 査 方 法

全国を7ブロックに分けて,その各ブロックより1つの県を選出し,8月,11月と年2回汚



また4地区の農村について,小児1人当り1日に摂取したものについても分析を1

各地区より集められた食餌中の甜Srの分析は,科学技術庁で定めたところの方薫別

た｡

調 査 結 果

各地区住民が日常食を介して摂取した8唱rの量は附図に示す通りである｡

Theaverageamountof軸SrinJapanesedailydietineachdistrict(1960)



TheAverageAmountof Sr-90inJapanese Daily Dietineach District
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魚類の放射能汚染訴巨査

国立衛生試験所 長沢 佳態,亀谷

城戸 靖雅

束京築地中央市場に陸揚げされたマグロ類肝臓45検体,(1960年11月～1961年10ノ]

その放射能汚染を調査してきた,その結果

生検体5gの灰分について100cpm以上を認めたもの 0

生検体5gの灰分について30cpm以上を認めたもの 2検体(4.4%〕

生検体5gの灰分について30cpm以下であったもの 43検体〔95.6%)であった

1960年10月まで1年間の結果と対僻すると,100cpm以上30cpm以上3検体(2.5%

下115検体(97･5%)と大差なく,また汚染の程度にも大きな相異は認めなかった｡

炉巾4500～5500で灰化しデシケー∵夕中で故冷したのち重量をほかった,灰分を測定

し,Tracerlab社製SuperScaler端窓型計数管を用い,試料を1段目の棚において計

けの効率ほ14･8%,銀による後方散乱1.66で割った値は8.99%である(ただしスタ

N･B･S･RaD+E No･26･11.161dis/secNo.24.1960を用い,3.26mg/cm2のアルミ

でRaDの軟βおよびRaFのa練を遮へいして測定した〕

測′定結果
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土壌及び農作物中の放射性90ST

農業技府研究所 ○小平 潔,檀原 ≡

坂口 正巳,高田 樹二

重国に国立及び県立農業試験場で採取した試料のうち,主として1959年枕までの玄米

の90Sr含量の経年変化について報告する｡

1.1959年の水田土壌と玄米の98Sr

第--A図に示す通り土壌中の90Srは裏日本が高く,玄米中の90Srは裏日本及び東北がi

2.水田土壌と玄米の90Srの経年変化

水田土壌の90Srは1959年まで増加の一途をたどった｡玄米の9唱rは帯2図に示すよ

は裏日本がますます増加し,表日本ほ横這いであった｡目下分析中の1960年産米につし

低下が見込まれるようであるが,まだ例数が少くとりまとめの段階でないため,その朝

会にゆずりたい｡

第1図 水田土壌と水稲玄米中の!カSr(1959年10月)



第2図 玄米中90Srの経年変化

5ヰ 55

JりJC./gca

57 58 59

土壌及び農作物の仝放射能

農林省振興局研究部,北海道･北陸･東海近畿･

九州地域農業試験場,農業技術研究所

○高橋 和夫,串崎 光男,桜井 充,

山崎 伝,青葉 幸二,河合 惣吾,

木下 彰,小平 潔

1957年以来4年間にわだって札幌,高田,金谷,熊本で行われて来た放射能調査ほ1961年3

終了した｡測定ほ科学技術庁編亡く放射能測定法"(1957)によってヤKの影響を除いて行った

で,これをTotalβと呼ぶこととする｡

1.雨 水

土壌･農作物の調査の参考資料として札幌と高田で雨水の観測を続けて来た｡そのTotalβ

豪庁の観測値と一致して1958年を最高として起伏を繰返しつつ減少して1960年には極めて低い

示し綻げた｡

2.表層土壌

表層土壌〔O～2cm)のTotalβほ4地点とも1958～59年にピークを示したが,以後の様相ほ

でない0即ら甜日水円土,金谷茶園土はそれ以来顕著に減少したが,札幌と熊本のいずれも未

ではそれ以後ピークもかなり高いものが出ており,放射能レベルもはゞ横這いとみなされる｡

同一地域では未耕土>湿田>乾田>畑の順序が認められた｡これらは各地におげる放射性物

下の時期と量,耕転の有無,地表水･地下水の動き,土壌の物理的･化学的性質などの反映と



年の試料では玄米のTotalβは痕跡程度であり,しかもその人部分がぬかに存在するこ

分析で確かめられた｡結局これまで4年間に白米中のTotalβの有意な値が得られたこ

いうことになる｡90Srの柁種分析についてほ別に報告する｡

4.茶 菓

金谷と熊本で測定した結果,茶菓の1もtalβほ58年7～11月に最高ピーク,58年3【

に次ぐピークを示した後急激に減少し,そのまゝ極めて低い値を維持して61年3月に弓

茶葉の洗浄によるTotalβの除染効果ほ水<1%酢酸<アルカリ性洗剤の順に大きく

50%前後の除染効果が認められた｡

5.牧草及び牛乳

札幌と熊本におげる牧草のTotalβの経年変化ほ茶葉と大体似ているが,60年に偉力

クを示した｡牛乳ほこれにやゝ遅れて追随することがこれまで認められていたが,6〔

Totalβは予想より早くピークを示し,それが高さ巾ともに59年のピークと同程度で凄

60年10月には極めて低い値に戻りそのまゝ61年3月に至った｡恐らく各地の放射性物

期,放射性の土ほこりの舞上りによる飼料への混入,牧草の生育,牛の飼育など,各苛

み合ってこのような結果になったものと思われる｡

6.果樹･読菜

1960年札幌で,梨の果皮>りんごの果皮>両者の果肉,の傾向が見られたか,いずオ

菜葉の値よりも低かった｡高田での測定値も併せて考えると,読菜でほ葉の面積や形薙

が降下物を保持し易いようなもの,父ほ地表面近くに拡がって放射性の土ほこりをかJ

なものは60年秋現在なお或る程度のTotalβを示したが,根茎地下部でほ1例を除き｢

ど検出されなかった｡

果樹･読菜輯のTotalβほ4年間に数多く測定されて来たが,いずれも57～58年に上t

は激減していることが確かめられた｡

7.Totalβの内容･汚染経路･総括

1958年7月頃の金谷茶葉のTotalβは稀土類に由来するもの純70%,アルカリ土類直

の約15%などの組成をホし,そのみかけの半減期ほ10～20Hであった｡これほ同時に顛

試験室ガラス屋根ヒのほこりの組成と減変性とにほゞ完全に一致した｡同じ頃熊本茶室

､ド減期ほ1･5ケ月程度であった｡1960年4月頃の金谷茶菓ではみかげの半減期は20ケ月

た｡その頃熊本でのみかけの半減期は茶葉で約1.5ケ月,未耕土表層で7～8ケ月で轟

ことほ放射物質の降下が金谷でほ比較的早く終り熊本では比較的最近まで続いたことを

本試料の一部のTotalβの持続性の一国となっているのではないかと考えられる｡

以L各項に挙げた例から農産物のTotalβの汚染経路を考えると,これまで度々述^



柑60年海洋生物の仝放射能について

東海区水産研究所 ○中井甚二郎,服部 茂昌,本城 廉至,

木立 孝,奥谷 喬司

1960年に太平洋側で行なわれた海洋生物放射能調査によって54地点から得られた放射能淵元

数はプランクトン108,ネクトン13,ベントス82である｡これらの資料および前年までの資滞

とずいて海洋生物の種類別放射能水準,種類による特性,地域性および経年変動などについて

を述べる｡

1.生物群別放射能水準と種類による特性

1960年においても生物群別放射能水準の特色ほ基本的には従来とあまり変らない｡すなわモ

ンクトンとカンテソナマコ類ほ引続き高水準にあるが,これらに比べ一般ベントスおよびネク

は従来同様低水準にある(第1

図)｡現在プランクトンは海の

上層部の,カンテンナマコ類ほ

海底部のそれぞれ最適の放射能

指榛種と認められる｡カンテン

ナマコ類の放射能ほ消化管内容

物が特に高いのみでなく,その

肉もまた高い｡叉ベントス中に

ほカンテソナマコ煩ほどでほな

いが,比較的高い放射能を有す

るものもある｡これらが特殊生

態によるプランクトンからの移

行に基ずくとの見解は従来から

報告の都度述べられてきたとお

りである｡

プランクトン放射能の半減期

は核実験の盛んに行われた1958

年11月も,実験後半年以上経過

した1959年12月,1960年11月の

結果でも初期の半減期はいずれ
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過とともに次第に減衰が小さくなり,後には長寿命のものが残ることが確認された｡し

ネクトン,ベントスの放射能ほ採集直後から半減期が比較的長く,1960年の試料によっ

であった｡これらのことは生物の選択取得,濃縮,移行経過等に関する研究問題である

洋における放射能累積および分布の偏在についての観点から強く関心が持たれる0

2.放射能の経年変動,地域性および汚染源

1957年調査開始以来の航海別平均放射能の変動をみると,東京湾のプランクトン放射

始以来漸次上昇して1958年11月にピークとなりその後急激に低下をみたが,1960年2～

小ピークが現われた｡この変動傾向は核爆発実験および高放射能雨の起生頻度によく来

り,従来から報告してきたようにfalloutによる汚染が敏感に反映した結果とみられる

遠州澱,薩甫など本邦太平洋側におけ

る外洋プランクトンの放射能ははじめ

のピークが東京湾のそれよりも3～4

ケ月後の1959年2～3月に現われ,あ

とのピークは東京湾と同時期に現われ

ている｡房総沖の放射能はその後逐次

低下し1960年10～11月にはこの海域に

おける最低値を示した(第3図)｡

ネクトン,ベントスの放射能の経年

変動ほ房総沖,相模灘いずれの海域も

プランクトンに現われたようなfall

outを敏感に反映する傾向はみられて

いない｡しかし注目すべき現象に房総

沖,相模灘の外洋部のネクトン,ベン

トスの平均数射能の変動がともに前記

外洋プランクトンの変動傾向と1航海

(3～3ケ月間隔)ずれてほゞ一致し
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第5回 生物群別全β放射能平均値の変垂

(1?57年～19占0年,太平洋側)

ていることである｡

1960年のプランクトンの放射能は従来同様内湾(東京湾〕に低く,外洋部に高い｡堪

域の薩甫,遠州灘,房稔沖では日本海よりも高い｡外洋でほ従来みられたような沖合に

くなる傾向ほみられなかった｡このことは放射能汚染源の1つとして考えられた黒潮瀕

するflow outが拡散して均一化され,それに加えてfalloutによる放射能の影響が宥

を意味するものと思ほれる｡叉従来25m層が表層或は50m層よりも高い傾向がみられた



この深海産ベントスの放射能ほカンテソナマコ類を除くと平均40dpm/0.5g灰で依然として1

にあり,有意の放射能値を示した試料数は極めて少ない｡しかしカンテンナマコ類を主体と一

帯1表 深海産ベ ント ス の平均放射能

(55年1月～12月)
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海産ナマコ頸の平均放射能は筋肉でほ243dpm/0.5g灰,消化管内容物では362dpm/0.5g灰

に高水準にある｡これらのことは生物の生態との関連において,深海の現在の汚染水準の慶

すものとして重要な示唆を与えている｡

海産生物中の 90Srの減少について

東海区水産研究所 ○深井麟之助･渡辺 和子

昭和32年の放射能調査開始以来,海産生物中の9唱rは陸上生物のレベルに比較して全体自

なり低かったが,その含量ほ相対的に昭和33～34年に極大に達し,その後減少し始めているJ

される｡昨年度および本年度に行なった分析を含むこれまでの分析結果を,生物のグループご

時期にとらわれずに平均して表1に示す｡

表1 挿々の海産生物グループの鮒Sr
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のグループについても試料数が少いために代表値とみなすことはできないが,一般的

と考えても差支ないであらう｡この表では時間的な変化を無視して平均値を算出した

物に対する90Sr含量の時間的変化をみると,いづれの生物でも昭和34年前半を境と

数的に減少する傾向をみせている｡この傾向ほ本年の核実験再開までは継続したもの

この減少の継続期間ほ短期間にすぎなかったが,放射性降下物の減少後,90Srが海i

のような速度で減少するかについての知見を掟供しており,貴重な資料として用いる

る｡

Ⅹ線照射による白血球減少の予防及び治療

防衛庁技術研究木部 添 田 モ

抄 録

放射能障害による急激な白血球減少ほ造血臓器の破壊作用によって起る一時的の乳

はすでに,Heinekeによって,又Bloom等の組織病理学的研究から,最近ではG

Gorman等によって明らかにされた｡

実験ほ家兎を用いて,Ⅹ線照射により,白血球減少を起させ,その消長を追求した

mycin(NewspeciesであるStreptomycesmariensis(1957〕の培養液液から精製

抗悪性腫瘍性物質で,特異な白血球増多作用のある事が分ったので〕を予防的に用い･

射後,白血球減少がおこった後に,治療的に用いて,興味ある知見が得られたので敢
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